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都道府県建築士会

女性委員長（部会長）各位
公益社団法人 日本建築士会連合会
女性委員長　小野全子
「魅力ある和の空間」ガイドブック（データ版）　掲載建物のご推薦のお願い
時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃は、本会の各種事業につきまして、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
日本建築士会連合会女性委員会では、平成29 年度 第27 回全国女性建築士連絡協議会全国女性委員長（部会長）会議にてご説明いたしました通り、「魅力ある和の空間」ガイドブック（データ版）を作成することといたしました。
つきましては、各都道府県より推薦したい建物事例を3物件以上あげていただき、添付の推薦表に記入し、資料とともに連合会事務局（高橋）宛にメールでご提出をお願いいたします。（締切11月30日）
なお、各県から推薦して頂きました建物事例は、連合会女性委員会の中で検討・調整した上で掲載の有無を判断し、その結果をご連絡させて頂きます。
ご協力いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。
記
１．趣　旨
　日本の暮らしが変化していく中で、地域の環境に適した伝統的な住まいに暮らす人が減り続けています。また、日本の住まいの中で和室や縁側といった和の空間が無くなりつつあることが危惧されています。
　昨年開催した、平成２８年度　第２６回全国女性建築士連絡協議会奈良大会では、「日本の暮らし　豊かな生活文化の再発見」と題して、住居学・建築計画がご専門の渡辺光雄先生にご講演いただきました。その中で、和室建築の中で継承すべきものとは何か、また、今の日本の暮らしから発見できること、そして、これからの住空間や住文化についてなど、日本の暮らしを様々な角度でお話いただきました。それに先駆け、奈良県建築士会女性委員会では、和室に関わるアンケート調査を実施されました。その結果、和室での生活経験は大半の方はあると答えている一方で、若い世代の人の中では和室での生活経験が無いと答えた人もおりました。しかし、和室あるいは、和の空間に興味を持っている人も多くおられました。
　そこで、平成２９年度　第２７回全国女性建築士連絡協議会では、建築史家の中川武先生をお招きし、「和の空間を考える」というテーマでお話いただくことにいたしました。ご著書『日本の家』の中の「日本の伝統住宅には、場、部位、しつらい、境界、素材などにまつわる多様な用語や言葉があったが、住宅様式の近代化の過程で、失われつつある。しかし、それらに対する懐かしさと喪失感の中にこそ、住宅にとって大切なものを考えるヒントがあるのではないか。」といった記述に共感し、ご講演をお願いした次第です。
　これらから得られたことを成果としてまとめるため、「和の空間を体験して、その魅力を再認識できるような建築や空間を紹介するガイドブック」を作成することといたしました。全国各地で公開されている和の空間の事例の中から、魅力的なもの、これからの居住環境への示唆に富んでいるものを選んで紹介することといたします。この事業を通して、日本の住まいや和の空間や和の要素を改めてとらえ直し、今後の設計活動、居住環境づくりに活かしていただければと考えています。
２．ガイドブックについて
①　建築士ならではの視点で「魅力ある和の空間」を紹介する、建築士向けのガイドブックを作成し、連合会のHP上で公開する。印刷物はつくらない予定。
②　全国から各都道府県３物件程度を推薦してもらう。※建物全体でも一部空間でもよい。
③　建物や空間の建築年代は特に問わないものとする。
④　掲載する建物や空間は見学可能なものとする。
※掲載するに当たっては、所有者の承諾と、写真撮影の許可を得る。（連合会が依頼状の書式を作成する）
⑤　他県において掲載して欲しい「魅力ある和の空間」がある場合は、それも推薦する。
⑥　平成30年度全建女高知大会までに完成を目指す。
⑦　今後のスケジュール
平成29年11月末
各県より推薦したい建物事例を3物件以上あげていただき、添付の推薦表に記入して、資料とともに連合会事務局（高橋）宛にメールで提出。11月30日締切。


連合会よりガイドブック掲載シ－トの書式を配信
平成29年12月末
連合会で調整し、各県の建物事例を決定し、各県に連絡
平成30年1月〜
各県ごとに建物事例の取材許可を得る。取材開始　　　　　
平成30年4月中旬　
各県よりガイドブック掲載シ－ト原稿提出
平成30年5月末　
連合会で全体の調整、各県に修正点などを伝える
平成30年6月末
各県よりガイドブック掲載シ－ト原稿を最終提出
平成30年7月末
連合会HPに掲載
３．ガイドブック掲載内容
①　建物名称
②　写真（外観・内観等、各県士会委員が撮影した版権料のかからない写真）
③
建物概要（簡潔に書く）
④　建物・空間等の説明
⑤　推薦者のひとこと（推薦者がコメントを書く）

・特にどういうところが魅力的なのか、何を見て欲しいのかを書く。
⑥　建物デ－タ（所在地、連絡先、アクセス、ＨＰアドレス、見学方法など）
４．ご提出頂きたい書類
・「魅力ある和の空間」ガイドブック掲載建物　推薦表　（資料等含む）
５．提出期限
　　１１月３０日（木）　必着
【提出・問合せ先】
公益社団法人　日本建築士会連合会
事務局　高橋　宏志　
jigyo1@kenchikushikai.or.jp

TEL 03-3456-2061 
